令和６年度佐賀市放置自転車等対策協議会議事要旨

■日時　　　令和７年２月５日（水）１４：００から１５：２０まで
■場所　　　佐賀市役所　本庁２階２－１会議室
■出席委員（敬称略、◎は会長、○は副会長）　
　　　　　　天本貴子(代理　諸石幸輝)、江口隆司(代理　九重宏樹)、満石孝司（代理
　松本渉）、前田秀明(代理　鳥飼裕介)、○神﨑浩之、平山章一、古川昇、
伊東悦子、副島雅臣、◎猪八重拓郎
■欠席委員（敬称略）
　　　　　　徳安英樹、小川博司、一ノ瀬章、宮﨑晃
■事務局　　建設部長、建設部副部長兼建設監理課長、道路整備課：事業一係長他１名、
建設監理課：管理一係長他１名

■議事要旨
１．開会
２．建設部長挨拶
３．委員紹介
４．事務局紹介	
５．会長挨拶
６．協議事項
（１）令和５年度の放置自転車の現状
【事務局説明】
【　質　疑　】
委員　　　放置自転車の撤去の判断や警告期間など、放置自転車保管所に保管されるまでの流れを教えてほしい。
事務局　　資料2ページの赤枠内の放置禁止区域内であれば、警告札を付けた自転車が、午後の巡回でも放置されていれば、その日のうちに撤去します。放置禁止区域外の公園等に自転車が放置されている場合は、警告札を付けて、基本的には1週間経過しても放置されている場合に撤去しております。放置禁止区域であるかないかで撤去するタイミングが変わってきます。

委員　　　自転車の再生譲渡は無償か有償か。
事務局　　現在はリサイクル可能なものは、アクティブさん、エコプラザさんに無償譲渡しております。その後は、基本的には販売されているかと思います。

[bookmark: _GoBack]委員　　　警告台数等が令和元年から令和2年にかけて劇的に減っているが、運動をやったとか何か原因・要因が有ったのか。
事務局　　原因としては、平成30年3月に西友が閉店し来客用に設置されていた駐輪場が無くなった影響等で、平成30年度と令和元年度の２年間は一時的に放置自転車が増えたかたちになっていたこと、また、令和２年度に大幅に減少したのは、新型コロナで外出が制限された時期であったことや、令和2年6月にコムボックスが開店し店舗駐輪場が設置されたことなどが原因と考えられます。
　　　　　コロナの影響が少なくなった令和4年度以降も元に戻ることなく、減少傾向にあり、今年度も今のところ昨年度よりも少し減っております。

委員　　　少子化と言われているが、駐輪場を利用する通学者総数とかはどのようになっているか。
事務局　　指定管理者の話では、利用者が減っているのは佐大生で、高校生については減っていないとのことでした。今後、県立大学が開学するので、利用状況を見ていきたい。
　
（２）佐賀市自転車利用環境整備計画の整備進捗について
【事務局説明】
【　質　疑　】
委員　　　7ページの計画推進の指標について、法令等の改正もあり、現在、目標も達成しているので、令和8年度の目標値を見直すべきではないか。
事務局　　社会情勢や法律も変わったりしますし、短期整備も令和８年までと定めておりますので、その辺を踏まえて見直しを図っていきたい。
　　
委員　　　自転車通行レーンの区分について、矢羽根についてはドライバーが意識していない、北警察署前の国道にも矢羽根があるが、自転車で走行していたら、自動車からクラクションを鳴らされたことがある。自動車が平気で矢羽根を踏んで走行している。
また、歩道側に自転車レーンを設置している場合、歩行者が自転車レーンを意識しておらず、自転車レーンを歩行者が歩いていることが多い。
自転車は軽車両なので、左側通行で車道の左端に自転車レーンを整備してほしい。
事務局　　ご提案いただいたご意見を踏まえて、今後、計画を見直す際には、整備形態を含めて多角的に検討していきたい。
　
　　委員　　　自転車で車道を走るとき、自動車が飛ばし過ぎているように感じる。車道を自転車で走行するのに恐怖を感じる人もいるため、生活道路については時速30km/時程度に規制してほしい。
　　　　　　　車中心ではなく、歩行者や自転車に乗る人を考えるまちづくりにしてほしい。
事務局　　特定エリアで速度規制をしている取組も有りますが、ハード整備だけでは難しいところもあり、交通安全の取り組みを警察の協力を得ながら協議し、改善していく必要があると思います。
　
７．意見交換
　委員　　　佐賀市職員の市内移動はどのようになっているのか。
　事務局　　短距離の移動や駐車場の関係などで自転車が便利な場合は、自転車で移動しています。
　委員　　　徒歩や自転車で走ると道路の状況がよくわかるものなので。
　事務局　　道路管理の面でも、自転車で走りやすい舗装形態であるかについては、歩行者と自転車に乗る人でも考え方が違うと感じています。
　
　事務局　　昨年、書面開催でご意見いただいた中で、佐賀駅からアリーナまでの区間を自転車の放置禁止区域にすべきご意見、佐賀県が整備した駅南のエリアの駐輪需要についてのご意見がありましたが、現時点で放置自転車の増加は見られないため、今後も様子を見ていきたいと考えています。
　
会長　　　カラー舗装等に劣化がみられるが、補修はどのようになっているのか。
事務局　　劣化が激しいところが有ることは認識しており、整備済の路線を維持管理していくことは重要であると考えていますが、予算の都合もありますので、年次計画を立てて対処していきたいと考えています。

委員　　　白線を引いて自転車道と表示をするだけでも、自転車レーンと認識できると思うので、費用をかけない工夫も考えてほしい。
　　　　　　自転車は左側通行ということを常に意識できる自転車レーンの整備を希望する。
　
会長　　　たくさんのご意見ありがとうございました。
これで協議を終わりたいと思います。
　
８．閉会
